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　次のべき級数の収束半径をダランベールの定理を用いて求めよ。
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　　　ダランベールの定理を使うと
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　　　であるから、収束半径はR = 1である。

　資料置場

　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/
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・項別微分

　１．f(x) =
1

1 + x
の導関数 f ′(x)を求めよ。

　２．f(x) =
1

1 + x
のマクローリン展開は

∞∑
n=0

(−1)nxnである。項別微分を使って f ′(x)の

　　　マクローリン展開の結果とその収束半径を求めよ。
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